
中学校部活動の地域移行について 

 

１ 赤穂市の部活動地域移行について 

  ○赤穂市部活動地域移行協議会の設置 

  ○地域移行の目的と方向性・課題 

 

 

２ 部活動地域移行の取組と現状について 

  ○地域移行受入団体数  

 

 

３ 今後の取組について 

   

協議事項（１） 
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令和６年度 赤穂市部活動地域移行協議会 

 

【部活動の意義と課題】 

 

【意義】  

○ 生徒のスポーツ・文化に親しむ機会を確保。自主的・主体的な参加による

活動を通じ、責任感・連帯感を涵養、自主性の育成にも寄与。 

○ 人間関係の構築、自己肯定感の向上、問題行動の抑制。信頼感・一体感の

醸成。 

【課題】 

 ○ 近年、特に持続可能性という面で厳しさを増しており、中学校生徒数の減

少が加速化するなど深刻な少子化が進行。 

生徒数：昭和６１年６１１万人→ 令和５年３１８万人に半減 

    赤穂市令和６年１１００人→令和１９年６００人に減少 

○ 競技経験のない教師が指導ざるを得ない場合もあり、教師にとって大きな

業務負担となっている。 

○ 地域では、スポーツ団体や指導者等と学校との連携・協働が十分でない。 

 

【赤穂市の目指す姿】 

 

○ 少子化の中でも、将来にわたって子供たちがスポーツ・文化活動に継続して親し

むことができる機会を確保。（学校の働き方改革推進、学校教育の質も向上） 

 

○ 自発的な参画を通して「楽しさ」「喜び」を感じる活動。 

  自己実現、活力ある社会と絆の強い社会創り。部活動の意義の継承・発展、新し

い価値の創出。 

 

○ 地域の持続可能で多様なスポーツ環境を一体的に整備し、子供たちの多様な体験

機会を確保。（スポーツ団体等の組織化、指導者や施設の確保、複数種目等の活

動も提供） 
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【赤穂市の方向性】 

（１）地域指導者及び地域移行団体等の確保 

   指導者・団体等の募集。 

   ・受け入れができる団体や指導者（資格必要）の情報収集。 

    団体の申請用紙提出。（指導者は、資格が必要） 

地域移行団体について ・・・あくまで受け入れ団体としての活動であり、学校の

部活ではない。クラブチーム、少年団など。 

大会・コンクールについて・・・運動部は中体連登録をしていれば、参加することが可能。 

              文化部に関しては未定 

（２）活動場所の確保 

学校施設・地区体育館・総合体育館・城南緑地運動施設 

海浜スポーツセンター・海浜公園（テニス）・公民館・ハーモニーホール 

 

（３）費用負担のあり方 

会費の在り方：無償に近かった活動の今後の見通し 

報酬は必要に応じて適正に設定。 

【参考：市の部活動指導員１時間１５００円】 

備品・消耗品の購入費用。 

保険の在り方：学校内の部活動に対しては保険が適用されていた 

地域移行された場合、保険適用外。 

各団体や個人での保険対応。地域指導者の責任が発生する。 

    

※ 国や県の補助等は活用予定 

 

（４）教員【顧問】と地域指導者等の連携 

   学校とスポーツ団体と情報交換等は必要に応じて。 

 

（５）地域指導者への研修は検討課題 

   部活動顧問との連携や体罰の禁止等 

 

参考 

 中学校体育連盟主催の大会参加団体 

令和５年度は４団体 ⇒ 令和６年度は７団体（男女別では１０団体） 

 学校の教員が土日休日に各団体へ所属し報酬を得ることは可能（兼職兼業） 
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【今後の予定】 

令和８年度の部活動地域移行について全面実施を目指す。 

 

①  令和５年・・１月～３月に中学校保護者に対し、地域活動団体の紹介。 

 

 

７月 

活動可能な団体の募集。 

 （募集は、広報赤穂への折り込みチラシ及びニュースレポ

ート、ホームページにて周知） 

・教員へのお知らせを６月に行う。 

・募集案内の作成。（６月） 

７～１２月 

（以降も引き続き

募集） 

 団体の募集期間。（学校教育課へ申込み） 

 ・各団体の活動状況の確認など。 

 ※経済的に参加が厳しい家庭への補助等の検討。 

１～３月 小中学校保護者に対し、部活動地域移行についてお知らせ。 

 （生徒に活動団体をプリントにて紹介） 

 ・一覧を教育委員会で作成 

令和６年７月以降、土日・休日に活動できる団体での活動を順次開始 

 

② 令和６年・・７月以降、土日・休日に活動できる団体での活動を順次開始。 

５月又は６月  各校のＰＴＡ総会や学校だより等で、部活動地域移行につ

いて紹介する。 

（団体は引き続き募集） 

１～３月 

 

小中学校保護者に対し、部活動地域移行についてお知らせ。 

（生徒に活動団体をプリントにて紹介） 

 令和７年７月以降、土日・休日に活動できる団体での活動を順次開始 

 

③ 令和７年・・７月以降、土日・休日に活動できる団体での活動を順次開始。 

５月又は６月  各校のＰＴＡ総会や学校だより等で、部活動地域移行につ

いて紹介する。 

（団体は引き続き募集） 

１～３月 

 

小中学校保護者に対し、部活動地域移行についてお知らせ。 

（生徒に活動団体をプリントにて紹介） 

 令和８年４月より、土日休日の部活動を地域で実施。 

 

④ 令和８年・・・４月より、土日休日の部活動地域移行を全面実施 
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【部活動一覧】 

赤 穂 野球部 

バスケットボール部（男） 

ソフトテニス部 

陸上部 

卓球部（女） 

サッカー部 

剣道部 

吹奏楽部 

赤穂東 野球部 

バレーボール部（女） 

ソフトテニス部 

陸上部 

卓球部（女） 

剣道部 

柔道部 

水泳部 

音楽部（コーラス） 

家庭科部  科学部 

赤穂西 野球部 

バレーボール部（女） 

ソフトテニス部（男） 

陸上部 

卓球部 

サッカー部 

剣道部 

吹奏楽部 

文化部（CP・美術） 

坂 越 野球部 

バレーボール部（女） 

ソフトテニス部（女） 

陸上部 

剣道部 

水泳部 

和太鼓部 

有 年 野球部 

ソフトテニス部 

卓球部（女） 

 

 赤穂 赤穂西 赤穂東 坂越 有年 受入団体 

野球 ○ ○ ○ ○ ○  

バスケット ○男     ○ 

ソフトテニス ○ ○男 ○ ○女 ○ ○ 

バレーボール  ○女 ○女 ○女  ○ 

陸上 ○ ○ ○ ○  ○ 

卓球 ○女 ○ ○女  ○女 ○ 

サッカー ○ ○    △ 

剣道 ○ ○ ○ ○  ○ 

柔道   ○   ○ 

水泳   ○ ○  △ 

文科系 吹奏楽 吹奏楽 

文化部 

音楽 

家庭科・科学 

和太鼓  △ 

5



6



（別紙） 

 

 

 

 

 

 

 

少子化の中でも将来にわたって子供たちがスポーツ・文化活動に継続して親

しむことができる機会を確保し、自主的・主体的な参加による活動を通じ、責

任感・連帯感を涵養、自主性を育成します。そして、自己実現や活力ある社会

と絆の強い社会創り、部活動の意義の継承・発展、新しい価値の創出をはかり

ます。 

 

そのため、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どのように進んでいきますか？ 

２０２３年度（令和５年度）～２０２５年度（令和７年 

度）は移行期間です。 

この間、休日の活動の段階的な地域移行を行います。 

準備のできた種目（学校別）から順次、地域において休日 

の活動を始めます。 

平日は、学校において部活動を実施します。 

→令和７年度末に休日部活動の地域活動への移行完了を目 

指します。 

（令和８年度以降、平日に学校で実施している活動を地域活 

動へと順次移行予定。） 

 

国(スポーツ庁・文化庁）の目標 

令和５年度－７年度末までに 

休日の地域移行を進めます。 
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どんな活動になりますか？ 

活動例 

・Ａさん 平日：野球部    休日：野球少年団 

・Ｂさん 平日：吹奏楽部  休日：テニスクラブ 

・Ｃさん 平日：卓球部    休日：入らない 

・Ｄさん 平日：入らない  休日：水泳クラブ 

→自分で活動を選択します。 

 

 

そ の 他 

・地域移行すると、異なる中学校の生徒と、同じ地域の団体で 

活動できるようにもなります。 

・日本中学校体育連盟の大会にも地域の団体（条件が合えば） 

から出場ができます。 

・部活動地域移行は、市町や学校の状況によって進行状況が 

異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※地域の団体とは、少年

団、スポーツクラブ、

教室、吹奏楽団など 

問い合わせ先 

赤穂市教育委員会 学校教育課 

☎ TEL 0791-43-6860 

📠 FAX 0791-43-6895 
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部活動の地域移行にかかる中学生受入団体・指導者募集要項 

           【中学生に紹介する活動を募集します】 

赤 穂 市 教育 委 員 会 

 

１ 目的 

近年、中学校における部活動は、生徒数の減少が加速化するなど深刻な少子 

化が進行し続けていることや、競技経験のない教師が指導せざるを得ず長時間 

労働など教師にとって大きな業務負担となっているなど持続可能性という面で 

厳しさを増しております。そこで、少子化の中でも、将来に渡り子どもたちが 

スポーツ・文化活動に継続して親しむことができる機会を確保し、「楽しさ」

「喜び」を感じ自己実現、活力ある社会と絆の強い社会創り、部活動の意義の

継承・発展、新しい価値の創出を行うため、部活動を地域へ移行します。そこ

で、令和8年の土日祝日の部活動完全移行に向けて、中学生受入団体として紹

介する活動団体・指導者を募集します。 

 

２ 応募要件 

次の（１）から（３）までのいずれにも該当する団体・指導者とします。 

（１） 青少年の健全育成に十分な理解を有し、責任者が20歳以上の団体・ 

指導者 

（２） 赤穂市教育委員会の指導方針に則った指導が可能である団体・指導者 

（３） 以下のいずれかに該当する団体又は指導者（責任者） 

① 責任者が、小学校、中学校、高等学校、義務教育学校等で教員をしてい

た又は、該当学校の教員免許を有している団体・指導者 

② 責任者が、小学校、中学校、高等学校、義務教育学校等で指導経験が  

ある 

③ 責任者が、活動実態のある団体を運営している。 

④ プロチーム又は実業団で指導又は競技経験があり、生徒の指導に対し知

識がある（資格所有者）と認められる者 

⑤ 生徒の指導に対し資格を有する責任者又はこれに相当すると認められる

責任者（活動実態の認められる者） 
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３ 手続き 

中学生受入団体として紹介する活動団体・指導者の登録申請の方法 

申請書（様式１）を記入のうえ、赤穂市教育委員会学校教育課の窓口に持参

する。（平日9時～17時に限る） 

○ 応募者のヒアリングを実施したうえで、地域部活動受入紹介団体・指導者

に登録する 

○ 応募者は、登録後内容に変更があった場合又は指導者として活動できない

事由が生じ登録の取り消しを希望する場合は、速やかに事務局へ申し出

る。 

○ 事務局は、団体又は指導者が次の①から③までのいずれかに該当する場

合、該当団体又は指導者を名簿から取り消すことができる 

① 申請書に虚偽があった場合 

② 応募要件に該当しなくなった場合 

③ 受入団体としてまた指導者として不適格であると判断できる事由が 

   あった場合 

○ 提出された書類は返却しない 

○ 取得した個人情報等は、地域部活動移行関係意外には、使用しない 

○ 登録されたからと言って、指導を希望する生徒がない場合がある 
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様式１ 

（申請日：令和  年  月  日） 

地域指導団体・指導者申請書 

ふりがな 

受入団体名 

 

ふりがな 

責任者氏名 

 性別  

職業 
 

生年月日 昭和・平成   年   月  日生（    歳） 

住所 
〒 

 

 

電話  

メールアドレス 
 

該

当

要

件

確

認 

□ 青少年の健全育成に十分な理解を有し責任者が20歳以上の団体・指導

者 

□ 赤穂市教育委員会の指導方針に則った指導が可能である団体・指導者 

以下のいずれかに該当する団体又は指導者（責任者） 

□ 責任者が、小学校、中学校、高等学校、義務教育学校等で教員をしていた又は、

該当学校の教員免許を有している団体・指導者 

□ 責任者が、小学校、中学校、高等学校、義務教育学校等で指導経験がある 

□ 責任者が、活動実態のある団体を運営している 

□ プロチーム又は実業団で指導又は競技経験があり、生徒の指導に対し知識がある

（資格所有者）と認められる者 

□ 生徒の指導に対し資格を有する責任者又はこれに相当すると認められる責任者

（活動実態の認められる者） 

保有免許・資格  

指導年数  

活動場所  

活動日時間  

月謝・参加費等  
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様式１ 

 

申請書記入上の注意 

 

（１）該当がない場合は、空欄としてください。 

 

（２）添付書類がある場合は、本申請書と同時に提出してください。 

 

（３）職業欄は、以下から選択して記入してください。 

会社員、自営業、教員（常勤非常勤）、その他の公務員 

学生、パート、アルバイト、無職、その他 

 

（４）該当要件確認欄は、該当する要件にチェックを入れてください。 

 

（５）保有免許、資格は、教員免許や全国規模の組織、国際組織が設

定、授与する資格をご記入ください。 

 

（６）活動日時間は、毎週何曜日など、また活動時間を何時から何時ま 

でと記入してください。 

 

（７）月謝・参加費等については、無料の場合は記載なし。現在は未設定

の場合、今後予定している金額で構いません。 
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協議会設置団体数休日の地域移行平日の地域移行
赤穂市 Ｒ５ 22 Ｒ８ 順次
Ａ市 Ｒ５ 4 未定 未定
Ｂ市 Ｒ５ 2 未定 未定
Ｃ市 Ｒ６（予定） 0 未定 未定
Ｄ市 Ｒ６（予定） 0 未定 未定
Ｅ市 Ｒ５ 28 Ｒ８ 順次

部活動地域移行　進捗状況
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